
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1449 回 （本年度 第 20 回）例会 

平成 31 年 4 月 4 日（木）  
 

点  鐘  小泉 正博 会長 

司  会   今井  敬 会場監督 

斉  唱 「君が代」「奉仕の理想」 

会員出席報告 江口 進 出席委員長 

欠席者：坂口会員、髙木会員、渡久地会員、内藤会員 
 

お客様紹介 小泉 正博 会長    

◆ゲストスピーカー 
川崎市長 福田 紀彦 様  

◆二村 政毅 様（福岡城東 RC） 
◆鈴木 憲治 様（川崎麻生 RC） 

◆川野 正久 様（川崎北 RC） 
◆松波  登 様（川崎北 RC） 
◆谷口 一成 様（川崎北 RC） 
◆ｸﾙｰｽﾞ由美子様（川崎北 RC） 
◆田邊 邦夫 様（川崎鷺沼 RC） 
◆内田 治彦 様（川崎とどろき RC） 
◆神津 弘明 様（市川会員ゲスト） 
◆藤村 伸一 様 ㈱証券ｼﾞｬﾊﾟﾝ元住吉支店長 
◆土肥 菜波 様（坂本会員ゲスト） 
◆佐野  正 様（川崎中原 RC 友の会） 
◆市川 芳子 様（市川会員令夫人） 
◆米山奨学生  韓 喬 君 

 
会員お祝い 

お誕生日おめでとうございます！ 

 
若狭 滋則 会員 
都倉八重子会員 
（12 月分） 

 
大塲 秀幸 会員 

 
 

 

 

 
 

 
奨学金贈呈 韓 喬 君 

 
 
 
 
 
 
 
    
ニコニコ報告  江口 進 親睦委員長  

◇川崎 RC 簔口昌明様代理 神津弘明様 

 本日は、川崎 RC 簔口の代理として出席させて頂きま

す。市長卓話楽しみにしております。 

◇川崎鷺沼 RC 田邊邦夫様 

 本日は、メークアップに参りました。宜しくお願い

します。 

◇川崎麻生 RC 鈴木憲治様 

 市川さんご案内ありがとうございました。よろしく 

お願いします。 

◇川崎北 RC 川野正久様・ｸﾙｰｽﾞ由美子様 

 福田市長の卓話、楽しみにしておりました。宜しく

お願い致します。中原 RC の皆様、いつもお世話にな

りありがとうございます。 

◇川崎北 RC 松波 登様 

 お世話になります。 

◇川崎北 RC 谷口一成様 

 本日メークアップに伺いました。よろしくお願い致

します。福田市長の卓話楽しみにしております。 

◇川崎中 RC 萩原ひとみ様 

 本日は福田市長様、卓話ありがとうございます。よ

ろしくお願い致します。 

 川崎新田ボクシングジムの黒田雅之選手が 5月 13日

東京ドームで世界タイトルマッチに挑戦します。4

月 14 日(日)15：00 商工会議所 KCCI ホールで壮行会

を行います。資金集めのご支援と応援をぜひよろし

くお願い致します。 

◇川崎とどろき RC 内田治彦様 

 川崎市長福田紀彦様におかれましては「アメリカ視

察」の卓話を楽しみに参りました。 

◇小泉 正博 会長・徳安 久是 幹事 
 本日は大変お忙しい時間をさいて頂き、市長福田様

のお話を拝聴させて頂くことに感謝申し上げます。

毎回楽しい内容でしたので、本日も大変楽しみにし

ております。ありがとうございます。 

本 日 
会 員 数 出 席 欠 席 出 席 率 

２７名 ２１名 ６名 ６５.２２％ 

前々回(3 月 7日) 欠席 11 名 Makeup 3 名 ８０.００％ 

 

 
 

 

川崎中原ロータリークラブ会報 川崎中原ロータリークラブ会報 

◆例会場 ホテル精養軒 第１木曜日 PM12:30～ 第３木曜日 AM7:30～ TEL:044-711-8855 
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『インスピレーションになろう』 Be the Inspiration 

ＲＩ会長 バリー・ラシン 第２５９０地区ガバナー 金子 大 



◇市川 功一 会員 
 福田市長、本日はお忙しいところありがとうございま

す。昨年夏頃からの「ラブコール」が今日やっと実

現しました！ 

◇堤  研司 会員 
 川崎中原ロータリークラブの皆様、2年間ありがとう

ございました。ロータリー精神を忘れず頑張ります。 

◇ＳＡＡ一同 
 本日は、福田市長をお迎えしての例会です。福田様ご

多忙中にお越し頂きまことに有難うございます。勉強

させて頂きます。  
「みんなニコニコ」 

福田市長、ようこそいらっしゃいました！！ 

江口  進 会員・中村 敏史 会員・若狭 滋則 会員 

神谷  直 会員・山本   剛会員・島田 叔昌会員 

Mr．SUZUKI会員・会田 公雄 会員 
 

ニコニコボックス 本日 36,500 円 累計 429,500 円 

記念日ニコニコ 本日 10,000 円 累計 85,000 円 

 
 

 卓 話  川崎市長 福田 紀彦 様 
 
「臨海部ビジョンの実現に向けた 

海外先進事例視察報告」 
  
本日は、アメリカ視察に

ついてお話をさせて頂きま

す。なぜアメリカ視察に行

ったのかということですが、

昨年 3 月に川崎市の臨海部

ビジョンというものを策定

しました。 

 これは 30 年先の臨海部

がどういう姿であっていた

いのか、それに向けてどう

いうことを私たちやってい

かなくてはならないのかということを、行政だけではな

く、立地企業の皆さんを含めてすごい議論を重ねて約 2

年間かけて臨海部ビジョンというものをつくりました。 

川崎市の中で法人関係税がだいたい 1000 億あります

けれども、そのうち約 4 割の法人関係税は臨海部だけで

納めていただいています。なので、これからも臨海部が

元気でありつづけるということが私たち川崎市にとっ

ては大変大切な課題であります。 

 臨海部は石油化学あるいは、鉄鋼というところが集積

していますが、その業界の動向は大きく変化しておりま

す。例えば、石油とかエネルギー関係があるところが、

世界の中でどういうところに製油所を置こうか、精製所

を置くのかというのは、日本の中のコンビナートの集約

というのもありますが、世界的なところでどういうとこ

ろに拠点をおくのか決まっていく。あるいは、鉄を昔の

ように単純な鉄ではなく、ものすごい高機能な鉄を作り

出しているというのが今の川崎の現状です。 

 ただ、だんだんだんだん面積が昔ほど大きくなくなっ

てきました。ここで川崎がどういう産業転換していくの

かというのが、先ほど申し上げた川崎の生きる道とい

うものを探っていくというためのビジョンを作りまし

た。そこで、視察に行ったわけですけれども、ニュー

ヨークとボストンどこが似ているのかと思われると思

いますが、いずれも港湾都市です。港湾で製造業、特

に重化学工業系で発展してきた街です。特にニューヨ

ークのブルックリンというところを主に視察してきま

した。 

 そのことをお話しさせていただきたいなと思います。

ご案内のとおり、ボストンとニューヨークというとこ

ろは、緯度は青森・北海道このあたりでありまして、

ボストンとニューヨークの間は 350km で、東京・名古

屋間ぐらいの距離があります。 

 視察先は 17 か所をみて、とにかく、歩いて歩いてと

いう形で 1 日 15km を歩いた日もあって、だいたい

10km ぐらい歩いたというもので、自分の目で、とにか

く歩こうということで行ってきました。 

 ニューヨーク、ここがニューヨークのマンハッタン

ですね。マンハッタンのイーストリバーを挟んで右側、

右下がブルックリンというところです。ニューヨーク

市が 5 つの区に分かれてまして、そのうち最も大きな

区がブルックリンです。ここに 250 万人住んでいます。 

アメリカの最大の都市はニューヨーク市でありますけ

れども、5 区の区ごとに分けてひとつの市と考えても全

国でロサンゼルス、シカゴに次いで大きい市と言える

と思います。 

 このブルックリンというところは、まさに製造業・

港あるいは、ここでお示ししますけれども、ネイビー

アートと言われるように、1800 年代の江戸時代の頃に

すでに海軍の造船所があったところです。そこからず

っと製造業でやってきたのですけれども、やや産業の

転換とともに非常に定着に厳しい時代が来て、1970 年

代 1980 年代にどんどんさびれていって、ちょっとシャ

ビーなところだなと、非常に治安も良くないそういう

ところになったと。2000 年代になってから、ここを市

がこのままじゃいかんということで、買い取って土地

開発公社みたいなところが買い取って再開発事業みた

いなことをやり始めました。 

 このペースでいくと、すごいなという、こういうみ

ていただくとですね、こういうところですね。位置関

係としてはこういうところです。ブルックリンのネイ

ビーアートというところです。造船所のところです。

昔の 1970 年代ぐらいの写真ですけれども、なんとなく

こうわかりますよね、川崎の工業地域に非常に似てい

る絵だと思いますが、これがどのように変わっていく

かというのを資料からお伺いしました。 

 こういったところです。岸壁クレーンみたいな、や

や動いているものがありますが、ほとんど動かなくな

っている、使わなくなっているというところです。こ

ういった古い建物がものすごく点在していまして、も

ともと倉庫だったようなところを大幅にリノベーショ

ンしてですねオフィスが入っていたりします。こうい



った既存の倉庫というのをそのまま扱っているのです

けれども。 

 これなんか、大型の倉庫だったと思うんですけれども、

リノベーションしてこういった大きな倉庫とか、それを

フロアを作って、こんな風にやっています。ここでまさ

に製造業からサービス業まで様々なスタートアップの

企業がどんどん入ってきていて、非常に若者が好んであ

るいは、ベンチャー企業のこれから何かを売り出してい

るという人が好んで入るクリミアルになってきていま

す。こういうリノベーションの仕方があるんだなという

ふうに思っていて、これ本当に倉庫があったところがこ

ういう風に変わって、交流スペースもできたりしていま

す。 

 この建物もすべて窓のない倉庫のビルでした。これを

全部ぶち抜いて、窓をつけて、オフィスにしてそこに入

っています。だいたい 300 社ぐらい入っていると聞き

ましたけれども、だいたい 4000 人ぐらいの人たちが新

たな雇用で生まれてきている。それ以前は先ほども申し

上げたようにネイビーアートの造成所として全く機能

しなくなったので、そこにある雇用もほとんどなくなっ

たというところから、もう一度こういったリノベーショ

ンをしてこういったものを生み出しています。 

 このような、ビルだったのが、2 階のところですけれ

ど、ない。こういう風ななるほど倉庫だったのかなとい

うイメージがありますけれども、すごくレストランがで

きたり、実はここは労働者が非常に多いのですけれども、

食べるところが近くになく、川崎の臨海部が全く同じ問

題を抱えていますが、こういったところですね、非常に

いいアイデアだなあとおもったのは、こういうレストラ

ンのいわゆる加工場として工場を作って、その前だけ、

前面はむしろ皆さんこの人たちに食べてくださいとサ

ービスを提供している。 

 メインは製造なんです。ただ、製造工場の前面にみな

さんが食べられるようにしているというのが、この一棟

一棟全部にこういうのを貼りついているという使い方

をしています。北上はムコチンだったところが、こうい

うふうになっています。ブルックリンの野菜というのが、

ブルックリン産の野菜ということで大変高価な値段で

市内のレストランに出されていて、環境にうるさい人で

すとか、そういう人が好んで食べるという商材、食材に

なっています。 

 これは建物から撮ったブルックリンの繁華街のオフ

ィスです。もうひとつ同じブルックリンのところで、こ

れも倉庫群だったところです。それが今、商業施設に代

わるというところで、まさに港、川に沿ったところに場

所があったわけですけれども、それが全然使われなくな

ってしまったところをもう一回民間主導でリノベーシ

ョンしています。 

 見ていただくと、まだまだ使われていないこれ、線路

が、貨物の線路が昔、いっぱい貨物って出していたころ

なんですが、港にクレーンがついて、荷物を外に出して

いくというものだったのが、今は一切使われていない。

その跡が残っているだけですね。 

 ただ、見ていただくと、あっちはマンハッタン島で

高層ビルが連なっていますが、わずか、イーストリバ

ーを挟んで目と鼻の先です。川崎のどっかに似ていな

いかと、まさに、東京と羽田空港、そして、川崎の工

業地域が開けるという、こういう位置関係から考える

と、私たちの臨海部ってこれものすごくこれ可能性が

あるよということをブルックリンがすごく証明してき

ているんです。今回こういった既存の昔の古い倉庫だ

ったところがみごとにリノベーションをして、中は新

品の建物になっているんです。こういった倉庫群も古

い建物でありますけれども、これも内装だとか、外装

を変えて躯体だけは残っていますが、中は全然違って

いるふうになっています。 

 こういった本当に古いレンガの造りだったりしてい

ますが、うまいこと使っています。これは、大変な大

手の設計事務所、非常にクリエイティブな仕事をして

います。ワンフロアぶち抜いてきれいに作り出して、

ここに多くの雇用が生まれているということでありま

す。同じ倉庫の中でもですね、このような使い方です

ね。そして倉庫の中にさらにシェアオフィスというも

のが作られて、これはホテルのような感じでけれども、

これ倉庫の中です。倉庫の中に一部シェアオフィスと

いうものがあって、高級感がある、ものすごい高級感

があるシェアオフィスというものを作り出していたり、

こういう使い方がされていたりします。 

 フールドコート、これも、倉庫だった名残を出して

いますけれども、これを若者たちが好んで、今仕事が

なくともここに遊びに、食べにくるというくらいです

ね。非常に面白いところになっています。 

 これも同じようにですね。わざわざ見せているんで

すね。作っている。これチョコレート会社さんでした

けれども、わざわざ倉庫街の中に製造業を入れて、見

せる形で私たちの製品はこういうところで作ってやっ

ているんですよと、これを見学するためだけにくる人

たちがたくさんいるんだそうです。 

 次にご紹介するのはですね、公園です。ブルックリ

ンとマンハッタンを繋いでいる、その橋のブルックリ

ンブリッジの、そのまさにたもと、ここが公園として

整備をされました。これもわずか、15 年間の間にです

ね、ここに非常に汚いところだったんでけれども、こ

れを 15 年ぐらいで一気にきれいにしたということな

んです。昔はこんなところ、倉庫がブルックリンの橋

のたもと、倉庫があって、船を作ってもここのあたり

というのは、非常にスラムでですね、だれも 15 年前は

誰も寄り付かないというところで、この高速道路を右

の方へ上の方へ行くと山の手で、超高級住宅街なんで

すが、一本わきに入ると本当に寂れたところだったの

を、緑にしてしまいましたということです。すべて公

園にしてしまって、どんな形になったかというと、バ

ーベキューができたり、そのまま倉庫を活用してです

ね、バスケットコートを作ってしまった。マンハッタ



ンのビルを見ながら川を挟んでバスケットという部分

が日常的にこうバスケットをやられるというのがいや

でもうまく使っているわけですね。倉庫を壊すことなく。

そしてどうしてこういうものができたのかというのが、

実はこれ民間手法なんですけれども、税金は維持管理に

一円も入っていません。これは有名なホテルになりまし

たけれども、マンションというのは、いくつかは建って

います、公園の一番端に。ここはもうまさに高級ホテル、

高級マンションというのを作って、その賃貸の料金で、

この緑だとか全部整備してしまう。維持管理をしてしま

うという形で、私たちの公園の作り方、あるいは維持の

仕方というのは大変参考になりました。 

 これから等々力緑地というのも民間手法でパークマ

ネジメントというのを、これから入れていこうと思って

いますけれども、こういった参考になるなという風なも

のでございました。何しろ、私たちは、公園だとか、公

共のものを維持管理するのはものすごく税金が多額な

費用が掛かっている。これ、どうにか民間の人たちの資

金を入れられないかということで参考になるところで

ありました。 

 次の公園ですけれども、ブライアントパーク、マンハ

ッタンの中です。マンハッタンの中なんですけども、こ

れは大変なスラム街で、15 年前まではとにかく私の案

内してくれたガイドさんも、お財布をすられたそうです。

この公園に一歩踏み込まれたら警察も入れないと。警察

も怖くてこの公園には入れないというぐらい、大変ガラ

の悪いところで、それがですね、ものすごい転換をしま

した。ご覧なっての通りですね。ガラの悪い公園の周り

にはですね、高層の非常に高級なオフィス群ですね、た

だ、オフィス群の隣でも、非常に治安の悪かったところ

に、周りの企業の皆さんに 1 ㎡あたり何ドルか拠出して

下さいと、いうことで、公園の維持管理のために、㎡あ

たりいくらと、本当に微々たるお金です、を公園の維持

管理のために拠出していただけないでしょうかという

ことで公園整備が始まりました。そして劇的に変わりま

した。こうやってですね、これを仮設のスケートリンク

を作ろうかとうようなことをやっていましたけれども、

これは、仮設のレストランですね、こういう風なのを貸

し出してそれで賃料収入をもらって公園の維持管理を

するという、こういったキヨスクみたいなのもあるんで

すけれども、これは 24 時間ではないと思うんですけれ

ども、夜もこうやって空いているので夜でも安全、光が

あると安全ということで治安対策にもなっていると、こ

ういう使われ方をしています。 

 これもやっぱり驚いたのは、結果、賃料のところに少

しだけ拠出していただけませんかといったところによ

って、公園が生まれ変わり、緑ができたことによって、

逆にオフィスの価値が上がってですね、その賃料がさら

にお客さんから取れるという転換がされると、ですから、

都市の中の緑地だとか公園だとかというのは、どれほど

その価値を生むのかというのに私たちはもっともっと

意識していかなくちゃいけないのだなという風に思っ

ています。 

 でも、その手法の全部を行政がるのではなくて、民

間の資金を使って、そして民間の人たちかそれによっ

て土地の価値を上げるというサイクルにしていくとい

うことはですね、もっともっと可能性あるなというこ

とを感じさせてもらいました。 

 実は川崎の特に臨海部ではですね、工場立地法とい

うのがあって、それによって、どれくらいの緑地を持

っていなければなりませんという風な決まりがありま

す。約 20%ぐらいです。ものによっては、%の違いが

あるそうですが、2 割を緑地帯にするというのは製造業

にとっては大変なことですね、わざわざ、誰も使わな

い、公園だとか、緑を一つの会社で敷地内に維持しな

くてはならないということなんですけれども、実は今

の企業の皆さんはですね、工業立地法ができる前から

立地しているので、今何か増改築をするというとその

規制がかかってきます。いわゆる既存不適格状態です

ね、で、これをじゃあ建物を 50 年たってきた、60 年

たってきたからそろそろ臨海部の企業は再投資するタ

イミングなんです。設備だとか、建物だとか。しかし

それをやってしまうと、緑地規制に引っかかってとて

も建てられなくなっちゃうので、そのままどうしよう

という状態になっているんですね。これを私たちは臨

海ビジョンをもとにですね、どうやったら規制を突破

できるかと、緑地の面積は減らさずして、人々に使っ

てもらう緑地を作るかといことを検討しています。 

 それは敷地内じゃなくて、共通の各企業が敷地内に

10%、20%緑地を持つんじゃなくて、まとまった土地

を共同で緑地を持ちませんかと。いう風な形で緑地を

飛ばす、そのことで、こういうような、公園だとか、

本当に人々が使える緑地帯を作ると。今、そういった

企業の中でですね、誰も一番邪魔ですから、本当に緑

地は製造業の人に邪魔としか思われていない、その誰

も使わない通りの裏、あるいは、敷地の一番目立たな

いところに緑を植えているというのが今の現状です。

しかし、そうではなくて、緑地を飛ばすとか、あるい

は、共同で緑地を持てるようにすると、他の域外に緑

をもっていくとか、いくつかの方法を考えることによ

って、臨海部の企業は再投資してもらうと。そして、

緑の方を保全、あるいは、作り出すということにです

ね、できていかないかなということを今こういった視

察から考えているところです。 

 余談になりますけれども、これは同じブルックリン

のところです。まさに摩天楼のところにこっちのブル

ックリンが終わっているのは、まだまだ古い倉庫とか

建っていますけれども、ここが大きく変わろうとして

いてですね、これ昔の、工場です。これが今、高級な

ホテルに生まれ変わりました。これホテルなんです。

後ろの。水のタンクだったところが高級なバーになり

ました。今最もニューヨークの中でも、予約が取れな

いホテルの一つになっているそうです。このようにで

すね、まだまだこの、まだシャビーなイメージがあり



ますけれども、こういうところに若者が入ってきて、今

ブルックリンという住所を会社で持ちたいという人が

ものすごく増えています。ですから、今までブルックリ

ンというと、治安が悪いエリアという風に言われてきた

んですけれども、今や、ブルックリンという住所をみん

なの会社の人たちは、住所を入れたい、そこにオフィス

をもちたいというまでに変わってきました。ですから、

決して何か古いものをこわして新しいものを作るとい

うだけではなくて、今ある既存のものをどうやってうま

くつかっていくか、ブルックリンらしさを残していくか

についてものすごく注力しているということは、正直び

っくりしました。 

 私たちもそういうことができるのではないかなと思

っています。 

 これも余談ですが、ブルックリンからですね、マンハ

ッタン島に車で行くと大体朝 40 分以上かかるといって

います。ただ、このフェリーに乗ると 7 分で到着すると、

ということで、水上交通が非常に発達してきたという感

じです。これまで日本でも水上交通というのはほとんど

ないんですけれど、これから実は水上交通というのが結

構見直されてくるという風に思います。 

 ボストンにもですね、新たに水上交通、あまりにも都

市化が進んで、渋滞が激しいので、そこを水上交通でつ

ないでいこうという取り組みをこれから増やしていく

ということですんで、世界の都市がですね、色んなこの

乗り物というものにこれもできるんじゃないか、あれも

できるんじゃないかという取り組みの人が水上のフェ

リーですね。これ、朝 7:30 前ぐらいだったんですが、

わーっと並んで、大体一度に 400 人ぐらいが乗れるっ

て言っていましたから、それがばんばんばんばん行きか

っているわけですね、バス並みに。こうやって、マンハ

ッタンに働きに行く、帰ってくるというエリアになって

います。 

 スライドはこんなところでありますけれども、このよ

うに川崎の立地と今の現状と、そしてこれからの未来と

いうことを考えた時にですね、大変参考になる事例とい

うものがありました。アメリカから帰ってですね、この

話をしていましたら、松任谷由実さんってご存知ですよ

ね、松任谷由実さんのジャケットなんかを手掛けている

アートディレクターの森本千絵さんっていらっしゃる

んですが、この方とアメリカから帰ってきたときに会っ

たときにですね、ユーミンが二子玉川と二子新地をつな

いでいるあの橋がありますよね、あの橋を何って言って

いるか知っていますかと聞くんで、えっ何ですかという

とですね、ブルックリン橋って呼んでいるんですと。え

っていう話で、本当ですか、いや、ユーミンがどういう

意味合いでそう言っているのかわかりませんが、もしか

したら、マンハッタンが世田谷でブルックリンが川崎と

いう位置づけなのかもしれません。ブルックリン橋のた

もとで曲を何曲も書いているんだそうです。 

 このようにですね、川崎のポテンシャルってすごくあ

るんで、あの臨海部だけではなく、臨海部もこういう風

な転換していくという、狭く、余った土地というのは

出てきても低未利用土地というのがだいぶ出てきまし

た。実際に JFE、鉄を作っているところですけれども、

JFE のもっている土地がだいぶ未利用になっているの

で、これ川崎と一緒に絵を描こうと、おっきい絵を描

こうというのを今議論し始めています。そこにどんな

作業をもってきて、新しいものを踏み出していくのか。

今、キングスカイフロントという旧いすず自動車の跡

地だったところですね、羽田空港の目の前です。あそ

こは、自動車型を作っていたところが、今や、薬を作

る医療機器を作る、最先端のエリアになってきていま

す。 

 さあ、次の臨海部の拠点はどんな新しい産業をもっ

ていこうかというのを今まさに議論をしているところ

です。こういったところですね、一冊報告でございま

す。緑の使い方はもっともっと研究していかなくては

ならないなと思ってます。等々力の緑地はですね、僕

すごくもったいないと思っていまして、平日昼間、等々

力がそんなに人がいません、あんだけ人がいるという

のは、フロンターレのホームの試合の時はいます、最

近は、ブレイクサンダースの試合の時人がいます。だ

けど、あそこ、日常的にあそこをうまく利用している

かといったら、そうではないですね。今、等々力緑地

のところは、駒沢のオリンピック公園よりも、実は敷

地面積としては大きいんです。実は首都圏であれだけ

の面積を誇っているところっていうのは、大変貴重な

ところです。そこを毎日、平日、夜を含めてもっとも

っと活用できるようなですね、プランをこれから考え

ていきます。 

 今回 3 回目の卓話させていただきましたけれども、

全部アメリカシリーズということで、市川さんのだい

ぶ好みが入っているとは思いますけれども、こういう

ことをぜひ視察に行って何やっているんだろうなと思

われることもあるでしょうから、こういう視察報告が

できたら本当にうれしいなと、機会をいただいてあり

がたいなと思っております。 

 私からの卓話は以上でございます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------ 質問 

 とどろきロータリークラブの内田です。いつも

お世話になっております。 

 羽田と川崎の飛行場をもっと近くに何かを繋げ

るというような話を数年前から聞いているんです

けれども、今後そういうようなお考えはあるんでし

ょうか。 

 橋なのか、地下鉄なのか。 

------ 

 橋を今現在、作っておりまして、来年完成目指して今

ものすごい勢いで工事やっているところです。2020 年

完成を目指して、今ごりごりやっているところで、普通

橋掛けるのに 10 年ぐらいかかるのですけどですね、普

通はですね。それを 4 年でやってしまおうという、ある

意味、すごい荒業をやっています。ということで、羽田

と川崎が橋で 800m つながるので、羽田側でだとか、川

崎側でだとかいう話はもうなくなると思います。あるエ

リア一体が臨空都市というか、エリアとなって、東京側

だ川崎側だという風な不毛な議論じゃなくて、あのエリ

ア一体で面白いことが始まってくるんで、そのためのい

い橋が今ちょうど、お答えです。来年には、ぜひ見に来

ていただければと思います。 
 
 最近、私ちょっと勉強しているのがですね、ナイトタ

イムエコノミーって聞いたことありますでしょうか。夜

の経済なんですけれども。 

 実は日本は夜の経済というのがほとんど未成熟と言

われていまして、海外に行きますと、アメリカもそうで

すけれども、フランスとかそういったところは、夜で歩

くと、例えばエンターテイメントがある、演劇がある、

食べるところがある、飲みに行くところがあるとかとい

うのが、夜のエンターテイメントにしシュッする割合と

いうのがものすごく多いんですよね。それに比べて日本

はものすごく少ない。全体の観光客が使うところのわず

か 3%くらいしか夜は落としていないんですね。そこを

ですね、川崎は羽田空港から、京急乗ると 13 分で川崎

駅まではつきますから、そしてトランジットで使ってい

る 3時間・4時間を羽田で滞在する人たちっていうのは、

海外の人たちというのはたくさんいます。3 時間を川崎

でどううまく受け止めるかという話ですとか、夜の時間

帯をもう少しうまくできないかなということを今考え

ています。 

 ですから、なかなか治安、安全の問題というのもある

んですけれどもね実はロンドンなんかはですね、すごく

それをうまくやっていて、民間のセキュリティ会社の人

達をしっかりつけてですね、そのエリアに完全に夜でも

安全として、夜の経済というのを活性化させていると。

だから、まだまだ伸びしろがすごく日本にはまだまだ

あってですね、川崎においてはそういう立地に有利な

ところなので、こういった取り組みも含めてこれから

頑張っていきたいなと思っています。 
 

------ 質問 

 方向が小杉ということもあるんですが、ちょう

ど 1 年前にですね、1000 人収容のコンベンション

センターが反対側にできましたよね、これは市長

に質問することなのかというのもありますが、ち

ょっと最近あそこがあまり利用されていないのか

どうか、そういう噂というか、そう言う方もいる

んですが、1 年間を通して何か市長の方でお答え

できることがあれば。 

------ 

 実は当初の 1 年とか 1 年半というのは、人がなかな

か利用しないというのは最初から織り込み済なんです

ね。ああいう、コンベンションホールのところは、お

客がつくまでそれなりの時間がかかるというのがあっ

て、目指しているのは医療関係だとか、そういう業界

だとかも、どんどんどんどんコンベンションやって下

さいとかというプロモーションをかけているんですが、

去年はそこでやっていたというのから、場所を移して

くるというのはそれなりに時間がかかるというので、

来年はあそこにしようね、再来年はあそこにしようっ

というようには、若干時間がかかるので、そういった

意味ではあまり心配していないというか、想定内とい

う感じですね。ですから、これからお客さんがついて

くるというのは見込んでいます。 

 実は値段が高いので市民の皆さんが使うにはあの厳

しいというご批判もいただいておりますが。 
 

----- 質問 

 等々力の地下鉄とか、凍結になったとかあるん

ですか。あれは前の市長で凍結になって、2015 年

でしたっけ凍結になったのは。何か羽田じゃない

ですけども、計画とか、お考えがあるのかなと思

って、せっかくなので。 

------ 

 地下鉄自体は廃止という形にしましたので、そこに

新たに路線を引くということは、おそらく、まず、考

えられないですね。 

 一方で、鈴木さんいらっしゃいますが、新百合ヶ丘

のところ、あざみ野から新百合ヶ丘への横浜市営地下

鉄のブルーラインの延伸というのは決定してですね、

横浜市長と共同でやっていこうということにしていま

す。あそこのラインが連結すると、首都圏全体の広域

的なネットワークが大体つながってくると言う意味で

はすごく大事な路線だなと思います。 

 何でも大きな環状部だとか、放射線状だとかという

ことにちゃんと乗っかっていることに、鉄道だとか、

高速だとか絶対的に必要なところなんですが、そうい

うところでは、昔の川崎の縦貫鉄道の構想というのは

ややそうではないよねと。だから、なかなか見通せな

かったというのが廃止の大きな理由だという風に思い

ます。 


